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議
員
管
外
視
察
研
修

平
澤

豊
勝

視
察
日

７
月

日
27

視
察
地

ニ
セ
コ
町

調
査
事
項

水
道
水
資
源
保
護
条

例
施
行
の
背
景
と
経
緯

・
ニ
セ
コ
町
環
境
基
本
計
画
と
水

道
保
護
条
例
の
目
的

水
源
地
、
河
川
、
湖
沼
、
湿
原

等
の
環
境
保
全
に
努
め
、
安
全
な

水
を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
な
対

策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来

に
わ
た
っ
て
自
然
に
恵
ま
れ
た
豊

か
な
生
活
環
境
を
子
ど
も
た
ち
に

残
し
た
い
と
す
る
も
の
。

ニ
セ
コ
町
の
環
境
基
本
条
例
の

中
に
町
の
水
道
に
係
る
水
質
の
汚

濁
及
び
水
源
枯
渇
を
防
止
、
水
環

境
の
保
全
、
将
来
の
世
代
に
豊
か

な
自
然
環
境
を
引
き
継
ぐ
と
の
規

定
が
あ
る
こ
と
か
ら
今
年
４
月
に

「
水
道
水
保
護
」「
地
下
水
保
護
」
条

例
を
議
決
し
た
。
こ
の
条
例
制
定

に
併
せ
て
「
水
資
源
保
全
審
議
会
」

を
設
置
し
、
水
資
源
保
全
区
域
を

指
定
す
る
場
合
に
は
審
議
会
の
意

見
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
土
地
の

所
有
者
に
本
条
例
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
と
、
大
き
な
水
源
が
あ

る
土
地
に
つ
い
て
は
、
町
が
買
い

取
る
方
向
で
進
め
た
い
が
、
財
源

的
な
問
題
も
あ
り
苦
慮
し
て
い

た
。テ

レ
ビ
や
新
聞
報
道
で
は
、「
外

国
資
本
に
よ
る
山
林
の
買
収
」「
地

下
水
が
引
き
抜
か
れ
る
の
で
は
」

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
決
し
て

外
国
資
本
に
買
収
さ
れ
る
こ
と
を

抑
制
す
る
目
的
で
は
な
い
こ
と
を

強
調
し
て
い
た
。
む
し
ろ
外
国
企

業
の
参
入
は
雇
用
面
か
ら
歓
迎
す

べ
き
こ
と
。
実
際
に
雇
用
の
場
が

増
え
、
人
口
増
加
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

市
町
村
議
会
議
員
政
策
講
座

（
行
財
政
基
本
コ
ー
ス
）

安
中

経
人

研
修
期
間

８
月
１
日
か
ら
５
日

研
修
地

千
葉
県
千
葉
市

研
修
は
自
治
体
の
経
営
改
革
、

会
計
制
度
、
財
政
分
析
、
地
方
税

制
、
地
方
分
権
改
革
の
動
向
、
さ

ら
に
は
、
議
会
と
し
て
重
要
な
議

会
改
革
と
活
性
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
内
容
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
実
践
的
な
課
題
演
習
は
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
現
状
の
問

題
を
整
理
し
、
実
行
で
き
そ
う
な

取
り
組
み
の
洗
い
出
し
、
問
題
解

決
策
の
検
討
、
最
後
に
発
表
を
行

い
評
価
を
得
る
内
容
だ
っ
た
。

地
方
自
治
は
、
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
住
民
が
基
本
で
あ
る
こ
と
、

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
と
し

て
、
そ
の
こ
と
を
熟
知
し
積
極
的

に
関
与
し
て
い
く
た
め
に
、
行
政

運
営
上
の
法
的
根
拠
、
税
構
造
、

財
政
の
仕
組
み
、
政
策
立
案
の
技

術
を
会
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
短
い
期

間
で
集
中
的
に
講
義
を
受
け
た
。

こ
の
よ
う
な
研
修
で
は
、
本
題

の
内
容
は
当
然
で
あ
る
が
、
限
ら

れ
た
時
間
で
の
研
修
仲
間
同
士
の

地
域
情
報
を
交
換
し
合
う
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
お
互
い
の
思
想
信

条
を
除
き
交
流
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
意
義
深
い
も
の
だ

っ
た
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
多
く

の
友
人
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
自

身
の
議
員
活
動
の
幅
が
広
が
り
、

今
後
の
議
会
活
動
に
繋
が
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

議
会
報
告
会

開
催
迫
る
！

長
谷
川
秀
樹
氏
は
議
長
就
任
時

に
議
会
活
性
化
の
一
環
と
し
て
、

議
会
報
告
会
を
開
催
す
る
こ
と
を

約
束
し
た
。
議
長
と
吉
田
文
京
区

長
と
の
協
議
の
結
果
、

月

日

10

11

文
京
区
自
治
会
館
に
お
い
て
、
試

み
の
議
会
報
告
会
開
催
が
決
定
し

た
。
今
回
は
６
月
、
９
月
の
定
例

議
会
等
の
内
容
報
告
、
文
京
区
民

と
の
行
政
懇
話
会
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
各
議
員
も
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
に
応
じ
た
研
修
、
打

ち
合
わ
せ
を
実
施
し
報
告
会
に
の

ぞ
む
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
る
。

な
お
、
議
会
報
告
会
は
来
春
よ

り
全
行
政
区
で
開
催
す
る
よ
う
計

画
し
て
お
り
、
多
く
の
町
民
に
参

加
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
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９
月

３
日
午
後
７
時
ま
で
の

時
間
降
水
量
９
７
５
・
５
ミ
リ

72と
観
測
史
上
最
高
値
を
更
新
し
た

母
村
・
十
津
川
村
。
台
風

号
で

12

甚
大
な
被
害
を
受
け
、
臨
時
休
校

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
村
内
の
各
学

校
は

日
の
時
点
で
授
業
再
開
の

15

見
通
し
す
ら
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

県
立
十
津
川
高
校
は
避
難
生
活

の
な
か
、
地
域
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
励
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

３
年
生
に
は
進
路
を
決
め
る
大
事

な
時
期
。
ど
う
か
乗
り
越
え
て
と

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
未
来
に
夢
を
も
ち
、
子
ど
も
の

し
あ
わ
せ
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
は
新
十
津
川
町
民
憲
章
の

一
文
で
す
が
、
子
ど
も
達
が
集
い

笑
い
あ
い
学
び
あ
う
声
が
、
一
日

で
も
早
く
十
津
川
村
に
戻
り
ま
す

よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
西
内
）

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

委
員
長

青
田

良
一

副
委
員
長

山
田

秀
明

委
員

笹
木

正
文

安
中

経
人

西
内

陽
美

保護条例の内容説明を聞く議員


